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令和７年６月 26日（木）軽井沢町中央公民館にて定例会を開催いたしました。 

 

令和６年度事業報告では、各係、館の活動や実績等をお伝えし、現状を把握してい

ただくとともに、今後の活動のためのご意見等をいただきました。 

 

 そして、昨年度、社会教育委員会議のあり方や社会教育委員の活動の方向性等を議

論した中で、普段それぞれの委員がお互いにどのような活動をしているか知らない、

どのような活動をしてよいかわからないというご意見をいただいたことから、今回よ

り、委員同士の意見交換の場を設けました。 

 初回ということで、数名の委員の活動報告が主となりましたが、報告し合うことで、

委員同士繋がりも生まれ、社会教育委員としての活動を行い易くなるものと感じまし

た。 

 

 

 

 

 

各種研修会やイベント、地域活動等に参加された際に提出いただいた委員のレポー

トから一部を抜粋し、ご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★令和７年度佐久地区社会教育委員連絡協議会 総会・研修会 

≪実施日・実施場所≫  

令和 7年５月 20日 立科町老人福祉センター 

≪報告・感想等≫ 

・実践発表として、小中高の３校合同清掃活動から波及した立科小学校６年１組が行った「立科町笠 

取峠の松並木」の保存・整備活動の取組を発表いただいた後、現地研修として実際に松並木を歩き 

ながら、小学校の取り組みで変化した点等を説明していただいた。 

・地域の人々と行政による思いと段取りで子どもたちの行動が活かされ、その中で地元の歴史への理 

解や自分が住む地域への愛着が（本人が意識しなくても潜在意識へ）刷り込まれるのではないか。 

・今後の社会を考えると、子どもたちとの関わりを重視し、幅広い世代での交流・活動の手助けをし 

ていくのが社会教育委員の役割であろうと思わせられる発表であった。 

 

 

 

令和７年度第１回軽井沢町社会教育委員 定例会を開催しました 

委員のみなさまからの活動報告 



 

 

 

 

 

 

★公民館報関係者研究会 

≪実施日・実施場所≫  

令和 7年６月 21日 軽井沢町中央公民館 

≪報告・感想等≫ 

・公民館報の役割と意義：地域住民への情報提供の場、地域活動への参加促進、情報のドーナツ化現 

象対策として地域密着型情報を補完 

・読まれる記事作成のポイント：「5W1H」+「パーソナル視点（1P）」を重視する、情報の正確さと 

表現の簡潔さ、校正の徹底 

・ほとんどの市町村で、広報誌の一つの記事として館報を掲載する構成を取っているが、館報が目立 

たない、記事のマンネリ化、人員不足など課題がある。 

・地区公民館報や分館報の発行はまちまちである。 

・館報のデジタル化や編集作業の内製化など、コスト削減に向けた取り組み事例あり。 

 

 

 

 

 

  

 


